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千葉介常胤坐像（複製）
千葉市立郷土博物館蔵（原資料個人蔵）

鎌倉大評定（中央の月星紋が千葉介常胤）  千葉市立郷土博物館蔵

頼朝公行烈之図（右端に月星紋の旗がみえる）　千葉市立郷土博物館蔵

千葉氏の家紋
「月星紋」

　千葉の街は、中世にこの地で活躍した千葉氏によって基礎
が築かれたと言われていますが、今年、平成28年は、平常重
が大椎から千葉へ本拠を移し初めて千葉を名乗ったとされる
大治元年（1126年）から890年という節目の年です。千葉
氏の歴史上、最も力を持った時代が源平合戦で活躍し、源頼
朝の有力な御家人となった千葉常胤とその子どもたちの時代
です。源平合戦における千葉氏の活躍ぶりを紹介します。

つねたいらの しげ

つね たね

　源平合戦、奥州合戦などの働きにより、常胤は下総守護と
して国内の中小武士団をその傘下におさめることになりまし
た。また、息子たちも各地に所領を獲得しました。
　頼朝と出会う前の千葉氏は、下総国の一部の所領を必死に
守っている状態でしたが、頼朝に味方してからは、隣国の上
総国だけでなく、九州や奥州にも所領を持つ有力な御家人に
成長しました。

千葉から全国へ 所領の拡大
　千葉氏は、桓武平氏の流れをくむ平良文の子孫です。千葉
氏は源氏方について源平合戦を戦いましたが、平家の棟梁・
平清盛は、平良文の兄、国香の子孫にあたります。千葉氏の
なかでも最盛期を築き上げたのが、平安時代末期から鎌倉
時代初期に活躍した千葉常胤です。

千葉氏のルーツ
たいらのよしぶみ

くに  か

　「千葉」は、奈良時代の歌集『万葉集』にも載っているくらい
古い地名です。「千葉庄」は都川沿いを中心として、現在の中
央区周辺の大部分が含まれていたものと考えられています。
常胤の父常重の時、千葉庄を本拠地としたことから千葉氏と
名乗るようになりました。

千葉氏の名字の地「千葉庄」

ちばのしょう

　1180年、源頼朝は、平家に対し挙兵したものの、石橋山の
戦いに敗れて窮地に立たされ、房総半島の安房に逃れてきま
した。そして、房総の武士団に加勢を求めたのでした。
　ちょうどその頃、千葉常胤は代々引き継いだ所領を平家方
の者に奪われて追いつめられていました。そこで、一族の命
運を賭け、いち早く頼朝の味方に付くことを決めたのです。
時に常胤62歳。頼朝は大いに喜び、鎌倉幕府の公式記録とさ
れる吾妻鏡には「常胤を父のように思う」との言葉が残されて
います。

　また常胤は、頼朝に対
し、天然の要害であり、
古くから源氏ゆかりの地
である鎌倉に拠点を構え
るよう進言したとも伝えら
れています。
　常胤ら房総の武将を中
心に勢力を盛り返した頼
朝は、ついに富士川の合
戦で平家に勝利します。

飛躍のきっかけ、
頼朝との出会い

あずまかがみ

　源平合戦（1184年～1185年）において、常胤は、源氏の大
将・源範頼（源頼朝の弟）の相談役として活躍しました。
　一ノ谷の戦い（神戸市）に敗れ、四国に敗走する平家方を追
いつめるため、源氏方は周防（山口県）から豊後（大分県）へ
進軍。しかし、そこは古くからの平家の地盤であったため、
激しい抵抗にあいました。源氏の大軍には船も馬も食べ物も
不足していたため、多くの御家人が撤退したがる中、常胤は、
高齢の身でありながら奮戦したのでした。
　壇ノ浦の戦いに勝利した後、肥前（佐賀県）から大隅（鹿児
島県）にかけて、範頼が行った戦後処理に従った常胤は、後
に肥前や大隅にも所領を獲得しました。

いざ！ 源平合戦！

みなもとののりより

　平家を倒した後、1189年、源頼朝は当時東北に大きな勢力
を誇っていた奥州藤原氏を倒そうと戦いをしかけました（奥
州合戦）。
　この戦いで東海道軍の大将軍となった常胤は、千葉一族と
下総・常陸の武士を従えました。常胤はこのとき71歳と高齢
だったため、実際には長男の胤正が前線に立ったとみられま
す。

　合戦終結後の論功行賞で、常胤は御家人の中で最初に恩
賞をもらいました。これは御家人にとって、たいへん名誉な
ことでした。
　この戦いでは、息子である師常、胤盛、胤信も陸奥国に所
領を与えられました。

息子も活躍、奥州合戦！

もろ つね たね もり たね のぶ

たね まさ

千葉開府890年特集：

「千葉市の礎を築いた一族  千葉氏と源平合戦」
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、市内在住65歳以上の方の料金
800円

「春の色をかさねる 
-オリジナルブックカバーつくり-」

MANABI NO MORI VOL.15 MANABI NO MORI VOL.15

ボランティアフェア2015ボランティアフェア2015
　今年もちば生涯学習ボランティアフェア2015
が11月17日（火）～23日（月）まで開催されまし
た。ちば生涯学習ボランティアセンターに登録を
している様々な技術や知識を持ったボランティ
ア先生の紹介展示や体験講座が行われ、ボラン
ティア先生の幅広い活動に触れる良い機会とな
りました。
　講習会や学習会、自治会や放課後子ども教室
の催物で、講師や演者をお探しの際にはぜひお
問い合わせください。

ちば生涯学習ボランティアセンター TEL. 207-5815【問い合わせ】

レポート
まなびフェスタ2015が開催まなびフェスタ2015が開催

　今年も、千葉市生涯学習センター恒例の「まな
びフェスタ2015」が開催されました。5日には千
葉日報社萩原博社長による特別講演会「千葉日
報が見つめた千葉の湾岸開発、歴史と展望」があ
りました。新聞記者として活躍されてきた経験や
過去の記事から千葉の湾岸開発史をわかりやす
く説明していただきました。
　また6日には影絵専門の劇団かかし座による
「影絵劇『長靴をはいたねこ』＆バックステージツ
アー」があり、影絵劇を楽しんだ後にステージの
裏側の様子を体験することができました。
　２日間通して、日頃の成果をステージで発表
したり体験教室が開かれて、多くの方に「まな
び」に触れていただきました。

12月5日（土）・6日（日）

ボランティア先生 紹介します。ボランティア先生 紹介します。

ちば生涯学習ボランティアセンターに芸術文化の分野で登録し、
茶道を教える活動をされています。

小学校の放課後子ども教室での
茶道体験講座の様子

　平成27年10月16日、放課後子ども
教室活動の一つとして、「茶道の簡単
な体験講座」に参加いたしました。
5年生、6年生児童5人と保護者5人。
　一時間という時間の中で、最初にお
辞儀の仕方、繊細で美しく心を満たし
てくれる和菓子の頂き方をお話しして
からはじめました。それから二人一組
になり、亭主役とお客役に臨みまし
た。
　お菓子を運び、初めての茶筅で点て

るお茶、心配そうに出す児童、上手に
できましたと微笑む児童、お客役の児
童は、和菓子をゆっくり味わいながら
「おいしい」と。そして「苦い」「味わっ
たことがない味」等、それぞれに感想
が出ました。
　又最後には、和菓子についての質問
があり、とてもうれしく思いました。
　子ども達と接し、日本の素晴らしい
伝統文化を身近に感じながら大きく成
長して欲しいと願いました。

江馬 チエ子さん

新リンパ療法お試し体験

生け花体験

バルーンアート体験

似顔絵体験コーナー

人力発電体験コーナー健康呼吸法ミニ講座ウクレレ演奏

墨絵で遊ぼう

千葉日報特別講演会アートフラワー作品

Courage クリスマスコンサート鎧やむかしの着物の
着用体験

劇団かかし座影絵劇
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千葉市中央図書館にて、高校生によるおはなし会を行います。
高校生の魅力ある読み聞かせをぜひ聞きに来てください。皆さまのご来館をお待ちしています！

◯事前申し込みはありません。
◯当日10分前に『おはなしのへや』の前に集合してください。
◯保護者の方も一緒に入れます。

千葉市中央図書館（中央区弁天3-7-7）
1階  おはなしのへや会  場

3歳児～小学生対  象

各30人程度定  員

① 3月20日（日） 15:00～15:30
② 3月27日（日） 15:00～15:30

「高校生が語るおはなし会」を開催します。

千葉市中央図書館  情報資料課児童青少年班 TEL. 287-3980   FAX. 287-4074【問い合わせ】

千葉市子ども交流館 ３月のイベント ※子ども交流館の入場には登録が必要です（当日登録可）。就学前児は保護者が同
伴してください。

千葉市 子ども交流館
〒260-0013  中央区中央4-5-1 きぼーる内 3～5階
TEL. 202-1504   FAX. 202-1503

子どもと保護者（年齢制限はありません）対  象 無料費  用

■きぼーる・子どもミュージアム 【当日参加】
3月26日（土） 13:00～16:00

「つくる・あそぶ・つながる未来」をテーマとし、様々な分野のファシリテーターが提案する新しい遊びや学びのワークショッ
プを通じて、創造力や表現力を育てます。今回は大人気「みんなで作ろう、紙コップオブジェ」の他、不用品を使った「ライオ
ンアート」の制作も行います。ご家族そろってお楽しみください。

きぼーる1階  アトリウム場  所

小学6年生以上対  象 3階アリーナ場  所無料費  用

■さくらフェスタ 【当日参加】
3月29日（火） 13:00～16:00
「さくらフェスタ」は3月に卒業する高校生を応援する子どもたちによる自主企画イベントです。只今、ドラマやCM、ダンス、
コントなどの「なりきりパフォーマー」を募集しています。自分が得意なもので思いっきり自己表現してみましょう。

で 検索こどもこうりゅうかん

■「2015年」 ノーベル賞（医学生理学賞・物理学賞）受賞記念講演
現在、第一線で活躍するお二人の研究者が、ノーベル賞を受賞された大村博士（医学生理学賞）、
梶田博士（物理学賞）の業績を中心にその科学をひも解きます。

プラネタリウムスペシャル番組

アストロトーク
「生命の惑星はなぜできた？ 
 ～系外惑星から振り返る地球の歴史」

※チケットは当日、朝９時より券売機にて販売。
　13:00の回のプラネタリウムチケットをお求めください。

　最初の「太陽系外惑星」発見から２０年が経ち、地球
に似た系外惑星も発見されるようになってきました。
系外惑星では生命が発生、進化することはできるので
しょうか？その謎に迫りながら、地球が「生命の惑星」
となれた歴史について、貴重なお話を研究者に直接
お聞きします。（企画・協力：ＮＰＯ法人ちばサイエンス
の会）

講演会 「クスリを作る微生物“放線菌”」 （医学生理学賞）
安齊 洋次郎 （東邦大学薬学部  微生物研究室 教授）講  師
3月6日（日） 10:30～12:00日  時

千葉市科学館  7階 企画展示室場  所
150人定  員
無料 （入館料が別途必要）料  金
電話予約 （308-0519）申  込

千葉市科学館  7階 プラネタリウム場  所
3月6日（日） 13:00～14:00日  時

200人定  員
千秋 博紀（千葉工業大学  惑星探査   研究センター 上席研究員）講  師
プラネタリウム通常料金申  込

放線菌は主に土壌に生息している微生物ですが、カビのように放射状に菌
糸を伸ばすので“放線菌”と呼ばれています。日ごろの研究の究極のター
ゲットは放線菌から薬を開発することです。

内  容

講演会 「素粒子物理学とニュートリノ」（物理学賞）
奥村  公宏 （東京大学宇宙線研究所 准教授）講  師
3月6日（日） 14:30～16:00日  時

千葉市科学館  7階 企画展示室場  所
150人定  員
無料 （入館料が別途必要）料  金
電話予約 （308-0519）申  込

あらゆる物質を形つくる最も小さい粒子である素粒子、その中でもニュー
トリノは不思議な素粒子です。今年のノーベル物理学賞は、ニュートリノに
質量が存在することを示すニュートリノ振動の発見に対して与えられまし
た。講演では、素粒子やニュートリノの基本的な解説から、ニュートリノ振
動発見の経緯、そして、まだ分かっていないニュートリノの謎について、物
理学になじみのない方にも分かりやすくお話しする予定です。

内  容

千葉市科学館
休館日：3月14日（月）

開館時間： 9:00～19:00 （入館は閉館の30分前まで）
入館料： 常設展示／大人510円  高校生300円  小中学生100円

プラネタリウム／大人510円  高校生300円  小中学生100円

中央区中央4-5-1 TEL. 308-0511 http://www.kagakukanQ.com

詳しくは、ホームページをご確認ください。

年度末のイベントなどについて

加曽利貝塚博物館 TEL. 231-0129   FAX. 231-4986【問い合わせ】

加曽利貝塚PR大使
 「かそりーぬ」

建築途中の新しい復元住居

ナイトミュージアム復元住居内の様子

　当館では、加曽利貝塚を特別史跡にすべく、様々な活動を行っていま
す。年度末にも、いくつかのイベントがありますのでご紹介します。
　2月16日(火)から5月8日(日)まで「千葉市の貝塚再発
見」と題したミニ展示を開催しています。史跡に指定されている市内の
貝塚出土の資料を公開中です。
　3月19日(土)には、「ナイトミュージアム２！」を行いま
す。夜の貝塚を歩き、灯りの少ない縄文時代の夜景を感じてもらいます。
また、公園内では科学館スタッフによる天体観望会もあわせて行い
ます。
　3月27日(日)以降に、新しい復原竪穴住居の一般公開も始まり
ます。
　復原住居の新築や夜の貝塚めぐり・天体観察などは、この機会をのが
すとなかなか体験できないイベントです。ぜひとも参加してみてください。

幼児～一般対  象

千葉市民ギャラリー・いなげ庭園会  場
「春のスケッチ大会」と明記の上、参加者の「氏名」
「住所」「連絡先」を記入し、市民ギャラリー・いなげ
宛まで、はがき・FAX・TELにてご応募ください。

申込方法

30人程度定  員

新緑に囲まれた旧神谷別邸の庭園でのんびりスケッチしませんか？
家族や友達同士、お一人で、どなたもお気軽にご参加ください。
完成作品は後日、千葉市民ギャラリー・いなげに展示します。
「春のスケッチ展」 5月6日(金)～29日(日)

4月30日（土） 13:30～16:30※雨天の場合  5月1日（日）順延

千葉市民ギャラリー・いなげ
〒263-0034  稲毛区稲毛1-8-35

TEL. 248-8723   FAX. 242-0729【問い合わせ】

山内梗太朗(千葉大附属小4年)
「太陽と暗い松林」

春のスケッチ大会

　毎年恒例！ “千葉県初上映”の“若手監督”の上映作品がメインの映画祭、千葉市生涯学習
センターで開催！ 
　今回も様々なジャンルの個性的な作品を上映。どの映画も全国的にも貴重な上映機会の
作品ですので、お見逃しなく！また入場無料の魅力の前夜祭では、薩摩琵琶の演奏もあり！
ぜひご来場ください！

第8回

ちば映画祭実行委員会（石井） TEL. 070-1410-0722   chibaeigasai@hotmail.co.jp【問い合わせ】

3月19日（土）前夜祭、20日（日）・21日（月）

チケット前売り予約は、ホームページ http://www.chibaeigasai.comからお申し込みください。3月14日（月）まで。

千葉市生涯学習センター  ホール会  場

3月21日上映「劇場版・復讐のドミノマスク」
(C)Miracle Skinship
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広   告

●今号の表紙   「春の千葉公園」
　千葉公園綿打池から臨む桜の風景です。千葉公園には、ソメイヨシノ（染井吉野）470本、ヤマザクラ（山桜）90本、サトザクラ（里桜）50本、シダレ
ザクラ（枝垂桜）30本、オオシマザクラ（大島桜）10本、カワヅザクラ（河津桜）5本など約660本の桜があり、千葉都心部のお花見スポットとして毎
年、たくさんの花見客で賑わいます。

現役時は天才ランナーと言われ、箱根駅伝をはじめ、多くの競技会で活躍されました。引退されてからは、早稲田大学の監督と
して、2011年には、箱根駅伝総合優勝を果たされました。そして、今、住友電工陸上競技部監督に就任され、世界で戦う選手
の育成に力を注いでおられます。「箱根から世界へ」・・・しっかりと前を見据える渡辺氏の講演を是非、お楽しみください。

【講師】
住友電工陸上競技部監督

前早稲田大学競走部駅伝監督
千葉市出身（花園中）

渡辺康幸

300人（多数の場合抽選）定  員
千葉市生涯学習センター  ホール会  場

1通4人まで。往復はがきまたはメールで、講座名「渡辺康幸講演会」、参加希
望者全員の氏名、ふりがな、年齢、代表者の住所および電話番号を記入のう
え、千葉市生涯学習センターまで。メールでお申し込みの方には、お申し込み
後4日を過ぎても返信がない場合はご連絡ください。3月31日必着。

申込方法
無料料  金

4月19日（火） 14:00～15:30

2020年 東京オリンピック・パラリンピックを盛り上げよう!!

渡辺康幸氏 講演会「箱根から世界へ」

千葉市生涯学習センター  1階アトリウムガーデン会  場
無料 （観覧自由）料  金

3月12日（土） 16:00～17:00
～ 響きわたる声の魅力 ～

【演奏予定曲】
・「レ・ミゼラブル」より“星よ”  ・アヴェマリア（カッチーニ）
・歌劇「サムソンとデリラ」（サン= サーンス）より
・歌劇「ヘンゼルとグレーテル」（フンパーディンク）より
ほか

【出演者】
臼田圭介（ピアノ）・藤田理恵（ソプラノ）・
堤怜子（メゾソプラノ）・金努（バリトン）

千葉市生涯学習センター 講座企画担当
〒260-0045   中央区弁天3-7-7

TEL. 207-5820
メール kouza@chiba-gakushu.jp

「やすらぎのアトリウムコンサート」「渡辺康幸氏 講演会」に
ついての問い合わせは…


